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北海道札幌西陵高等学校北海道札幌西陵高等学校
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学習内容の統合化に関する資料学習内容の統合化に関する資料

１ ２

学習指導案

学習内容の構造化

資料説明資料説明
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昭和60年高教研発表レポート昭和60年高教研発表レポート

３ ５～

ソシオメトリーを活用したグループ学習

板書の工夫

公式暗記の指導

資料説明資料説明
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６

学級編成パターンとその成果の比較

筑波大学大学院修士論文
「習熟度別学級編成に関する一考
察」より抜粋

筑波大学大学院修士論文
「習熟度別学級編成に関する一考
察」より抜粋

資料説明資料説明
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筑波大学大学院の研修内容を発表

７ の左

十勝管内高校数学教育研究会の
発表に関する
北海道新聞のインタビュー記事

十勝管内高校数学教育研究会の
発表に関する
北海道新聞のインタビュー記事

資料説明資料説明
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７ ９～

筑波大学大学院教育学系学校教
育論集
筑波大学大学院教育学系学校教
育論集

「教育内容に問われている基礎的
基本的事項とは何か
～算数・数学教育の場合～」

資料説明資料説明
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渡島管内高等学習指導研究会
講演内容
渡島管内高等学習指導研究会
講演内容

「高等学校の学習指導改善の方途」

資料説明資料説明
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11 ～

北海道立教育研究所
研究紀要第１０７号
北海道立教育研究所
研究紀要第１０７号

「学習指導における情意形成」
より抜粋

14資料説明資料説明
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15 ～

北空知高等学校連盟
数学サークル研修会講演
北空知高等学校連盟
数学サークル研修会講演

「教育相談の手法を取り入れた授業
の進め方」

18資料説明資料説明
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19 ～

北海道立教育研究所
研究紀要第１１５号
北海道立教育研究所
研究紀要第１１５号

「自己教育力を育てる学習指導」
より抜粋

22資料説明資料説明
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23 ～

「北海道教育」第１１５号への
投稿論文
「北海道教育」第１１５号への
投稿論文

「学習指導における小・中・高の連携」
～主体的に学ぶ
児童・生徒の数学教育

25資料説明資料説明
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26 ～

十勝管内
高等学校数学教育研究会講演
十勝管内
高等学校数学教育研究会講演

「豊かな心を育成する数学教育」

28資料説明資料説明
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29 ～

北海道通信新春インタビュー記事北海道通信新春インタビュー記事

「個性化教育をどう進めるか」

30資料説明資料説明
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31 ～

高等学校入学者選抜
学力検査問題の改善
高等学校入学者選抜
学力検査問題の改善
暗記した知識の再生でなく思考を求めた

日常生活で数学を活用する場面を素材にした

文章を読む力，数学的に処理する力を求めた

空間図形を素材として想像力を求めた

中学校の授業中の操作活動の習熟を調べた

領域の融合問題により思考力を求めた

問題を作る問題により発散的思考を求めた

32資料説明資料説明
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1.高校時代
数学（受験勉強）は何のためにするのか

2.大学時代
数学の学問的な追究はどこまで続くのか

数学を学ぶことは何の役に立つのか

数学における人間形成とは何か

3.新得時代
就職希望の生徒に対する数学教育とは何か

数学教育の基礎基本とは何か

習熟度の個人差に対応する数学教育は

数学教育への疑問数学教育への疑問
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新得高校における「数学Ⅲ」の指導

数学教育における私の実践数学教育における私の実践

×学習内容

結果 ほとんどの生徒がわからない

○学習内容

結果 基礎的な内容はほとんどの生徒がわかる

（全員）

（上位）

17

帯広柏葉高校における実践と帯広柏葉高校における実践と
その後の研究の関連その後の研究の関連

練習STEP ４節末問題

例題STEP ３練習

解説STEP ２問

基本事項STEP １例題

参考書傍用問題集教科書

教材の統合教材の統合

これらの教材を学習内容ごとに束ねて授業を行った 18

2点間の距離

平面上の点

線分の内・外分点 0ax by c+ + = 1 1( )y y m x x− = − x軸に平行な直線

y mx b= +

三角形の形状 三角形の重心
2 1

1 1
2 1

( )y yy y x x
x x
−

− = −
−

1x y
a b
+ =

垂直な直線平行な直線 ２直線の交点

y軸に平行な直線 ヘッセの標準形
２直線の交点
を通る直線

直線に関して
対称な点

三角形の
垂心・外心

三角形の面積

中学校中学校

高 校高 校

単元「点と直線」の学習内容の構造分析単元「点と直線」の学習内容の構造分析
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「確率統計」の指導案「確率統計」の指導案 【【導入導入】】
S

教示

教示

確率分布Xを用いた確率分布を
学ぶ

解
決
の

見
通
し

（復習）

１枚の硬貨を２回続けて投げると
きに出る表の回数の確率分布を
求める（前時学習内容）

課
題
の
把
握

１計

１／４２

１／２１

１／４０

確率回

５分

10分

補説

NO

20

「確率統計」の指導案「確率統計」の指導案 【【展開展開】】

指示

（ｅｘ２）１個のさいころを２回振る
とき，１の目の出る回数Ｘの確率
分布を求めよ。（自作問題）

ｅｘ1，2から共通法則を見つける

（ｅｘ１）１枚の硬貨を３回続けて投
げるときに出る表の回数Ｘの確
率分布を求める（自作問題）

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

２

計

３

１

０

確率回

30分

援助

NO

教示

作業

指名

補説

発表

発表

作業

NO

20分
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「確率統計」の指導案「確率統計」の指導案 【【整理整理】】

指示

類
似
問
題
へ
の
適
用

（練習１）白玉５個，黒玉３個が入っ
ている袋の中から玉を４個取り出す
とき，白玉の出る個数Xの確率分布
を求める
（発展問題）２個のさいころを同時に
投げるとき，出る目の差の絶対値Ｘ
の確率分布を求める（節末問題）
次時の学習の予告

確率分布の性質・記号の意味を学ぶ
記号 P（X=Xk），P（Xk），Pk
性質
①P1≧0，P2≧0，・・・，Pn≧0
② P1＋P2＋・・・＋Pn=1

学
習
内
容
の

一
般
化

35分

50分

援
助

NO

教示

援助

発表

作業

NO

発
展
学
習

まとめ
22

「１次関数」の単元構造図「１次関数」の単元構造図

変域

対応表

ax+by=c
同値

a cy x
b b

= − +

変化の割合

（高校）
微積分

対応表から
式を求める

実験式

伴って変わる２つの量 １次式 y=ax+b 方程式
ax+by=c

１次関数 y=ax+b
係数a，定数項b

y=ax+bのグラフ
傾きa，切片b

ax+by=c
のグラフ

方程式
ax+by=c
の解

傾きと１点が与え
られたときの直
線の式を求める

2点を通る直線の
式を求める

（高校）
推測統計

グラフ（傾き，
切片）から式を
求める

軸に平行
な直線

連立方程式の解
＝グラフにおける
交点の座標

連立
方程式

（高校）
曲線の交点

（高校）
高次方程式

23

進度マップＡ進度マップＡ 「１次関数」「１次関数」

中学１年では・・・
比例・反比例になる
場合を見つけました

そして中学２年で・・・
１次関数になるものを
見つけます

・・・ということは
中学３年では

２次関数？

・・・ほかにどんな
関数がアルノダロウカ

◎いろいろな現象から伴って
変わる２つの量を見つける

第１ス
テップ

§１ １次関数って何だろ
う？係数とは，定数項とは

第２ス
テップ

§２ １次関数の変化の様子
変化の割合とはさて何だろう

第３ス
テップ

§３ １次関数とグラフ
君はグラフがかけるか！

第４ス
テップ

§１ ２元１次方程式のグラフ
１次関数と１次方程式にはある
関係があった！ それは・・・

第７ス
テップ

§４ １次関数の式の求め方
いろいろな条件から式を求めてみよう

第５，６ス
テップ

§２ 連立２元１次方程式の解と
グラフ 連立方程式にはもう一つ
の意味があった。解のない方程
式の秘密！

第８ス
テップ

関数の理解を深める関数の理解を深める

小学校からいろいろな場面で学習してきました

１．１次関数 ２．１次関数と２元１次方程式

24

進度マップＢ進度マップＢ 「１次関数」「１次関数」

傾きと切片から１次
関数の式を求める
ことができる。

【第５ステップa】

／／／

CBA
P4,9 P5,2

傾き（変化の割合）
と１点から１次関数
の式を求めること
ができる。

【第５ステップb】

／／／

CBA

2点から１次関数の
式を求めることがで
きる。

【第５ステップc】

／／／

CBA

E29,5

T85,7

T82,2

１次関数のグラフを
かくことができ，傾
きや切片がわかる。

【第４ステップ】

／／／

CBA

伴って変わる２つ
の量を見つけられ
る対応表・式を作る
ことができる。

【第１ステップ】

／／／

CBA

P2,4 P2,5

P2,1 P2,2 P2,3

１次関数の定義と
変域がわかる。

【第２ステップ】

／／／

CBA

T22,5

１次関数の変化の
割合の特徴がわか
る。

【第３ステップ】

／／／

CBA
P3,1

P3,2 E24,1

P3,3 E24,2 E24,3

T71,3 T71,4

P4,3 T75,9 E25,2

T25,6 E25,4 T75,8

T73,3 T74,5 T75,7

E27,5

P4,5

E26,1 P4,8

E26,2 P4,11 T80,7

T73,4 T79,5

T87,2 P5,8

T83,4

E27,1 P5,10

T81,1

T84,5 E29,1

T87,4

E28,3 E28,4

E29,6 E29,2

T85,8 P5,1

T82,3 T86,9
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平均点の推移平均点の推移

50

55

60

65

70
実験

統制

実験 54.6 50.8 53.7 59.5 67.7

統制 54.6 50.9 53 53.9 61

学力１ 準備 中間 学力２ 期末

速
度
マ
ッ
プ
使
用
開
始

26

授業計画授業計画

練習１３ 次の２直線のなす角αを求めよ。

１．直線ax+by+c=0と平行なベクトルの一つ
が であることを示す。
２．2直線 a1x+b1y+c1=0， a1x+b1y+c1=0の
なす角の一つをθとし，

とすると
（0°≦θ≦180°）

であることを示す。

( , )u b a= −

1 1 1( , )u b a= −
JJG

2 2 2( , )u b a= −
JJG

1 2

1 2

cos u u
u u

θ =

JJG JJG
iJJG JJG

3 1 0, 3 4 0x y x y+ + = − + =

一斉教授

グループ確認

一斉教授

グループ確認

グループ学習

一斉学習

27

板書の工夫板書の工夫 その１その１ 色チョークの工夫色チョークの工夫

x

a

d
dx ∫ （x－t） f （t） dt（x－t） f （t） dt

「１つの空間ベクトルは基本
ベクトルで表せる」

「５つの異なる色の球が
・・・」

x

y

z

t の積分であることが
はっきりする

28

板書の工夫板書の工夫 その２その２ 仮定と結論の板書仮定と結論の板書

AB =
JJJG

「提灯を持ってお迎えにゆく」

『・・・・であるようにA，B，Cをとるとき，
「３点A，B，Cが同一直線上にある」を証明する問題』

解 ・・・・であるから

AC =
JJJG

//AB AC∴
JJJG JJJG

ゆえに ３点A，B，Cが同一直線上にある

AB t AC∴ =
JJJG JJJG

（tは実数）

29

板書の工夫板書の工夫 その３その３ 繰り上げ繰り上げスタートスタート

1 , 2
2

x x< − <

次の方程式を解け。
2x2-3x＞2 ・・・① x2-2≦2x ・・・②

次の方程式を解け。
2x2-3x＞2 ・・・① x2-2≦2x ・・・②

解 ①より2x2-3x -2 ＞0，(x-2) (2x+1)＞0

1 3 x− ≦ ≦1+ 3

②よりx2-2x -2≦0， x2-2x -2=0 の解は 1 3x = ±

よって

よって

・・・③

・・・④

③④より
11 3 2
2

x x− < − <≦ , ≦1+ 3

第１段階

第２段階

30

板書の工夫板書の工夫 その４その４ 穴埋め式板書穴埋め式板書

第１５項が３３，第４５項が１５３である等差数列がある。
２１７はこの数列の第何項か。

第１５項が３３，第４５項が１５３である等差数列がある。
２１７はこの数列の第何項か。

この数列の初項をa，公差をd，第n項をanとすると

an＝ a＋ d
a15=33， a45=153であるから

33＝ a＋ d
153＝ a＋ d

これを解いて a＝ ，d＝
∴ an＝

217が第n項であるとすると
＝217

∴ n＝
したがって，217はこの数列の第 項である。
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板書の工夫板書の工夫 その５その５ 公式暗記法公式暗記法

１ 等比数列 ８，１６，３２，・・・，２n-2の和を求めよ。

等比数列の和の公式
初項８，公比２，項数？

(1 ) (1 )
1 1

na r
r

− −
⇒

− −

項数
初項 公比

公比

２ のとき1 2 1 2( , ), ( , )a a a b b b= =
G G

1 1 2 2a b a b a b= +
G G
i2 2

1 2a a a= +
G

ベクトルの大きさは
各成分の平方の和の平方根

内積は同じ成分どうしの
積の和

３ 1 2 2 1// 0a b a b a b⇔ − =
G G

1 1

2 2
// , a ba b a b

a b
⇔ =

G G G G
の成分の比が等しい

a b
G G

のなす角をθとすると

1 1 2 2
2 2 2 2

1 2 1 2

cos a b a b

a a b b
θ +
= ⇒

+ +
内積

ベクトルの大きさの積

ｎ－４

32

予習プリントを活用する授業予習プリントを活用する授業

一 斉
（ ５ 分 ）

次の予習プリントの説明予習プリントの内容把握

グループ
（ １ ０ 分 ）

机 間 指 導補 充 プ リ ン ト の 学 習

一 斉
（ １ ０ 分 ）

板 書 内 容 の 補 足 説 明板 書 内 容 の 確 認

グループ
（ ５ 分 ）

板 書 す る 班 を 指 名答 え の 板 書

グループ
（ １ ５ 分 ）

机 間 指 導予習プリントの答え合わせ

一 斉
（ ５ 分 ）

本時に関する一項の復習復 習

学習形態
（ 時 間 ）

教 師 の 働 き か け学 習 課 程

33

自己教育力の構造自己教育力の構造
学習への意欲

自
己
教
育
力

主
体
的
に
学
ぶ
意
志
・態
度

主
体
的
に
学
ぶ
た
め
の
能
力

生き方を探求する態度

学習の仕方

問題解決的・探求的学習方法

深化・発展させる学習方法

学ぶために技能

学ぶ人間としての態度

基礎的・基本的な知識・技能と
応用する力

問題意識
積極性
粘り強さ
学習価値の認識

心理の追求
自己理解・自己伸長
他者理解・強調

問題設定
解決への見通し
解決への追求
結果の吟味

構造化
応用・発展
反復
計画・継続

読む・書く・聞く・話す
情報の活用

向上心
素直さ
協同性

言語・事象・原理・法則
関係などの知識

直感・想像・考察・判断
・表現・創造などの力

計算・操作・分析・識別
などの技能

34

発達段階に応じて重視すべき学習の仕方発達段階に応じて重視すべき学習の仕方

家庭・地域学校

•社会事象の
総合的分析
に関心を持
つ

•最適な方法
を選択して解
決に努力す
る

•「生き方」に
ついて思索
する

•友人と共に
自己確立に
努める

•主題や論旨
を的確にとら
えて読む

•相手の話の
要旨を的確
におさえなが
ら聞く

•必要な情報
を収集・整理
し，科学的に
分析する

•目的や場に
応じて話す

•論説文を書
く

•計画に基づ
いて継続的
に学習する

•習熟・定着
するまで学習
を反復する

•個性に合っ
た得意科目
を作る

•基本的な学
習内容と付
随的学習内
容を分類して
学習する

•学習のねら
いを把握し，
学習内容に
自ら問を持つ

•体験や奇襲
事項をもとに
解決の見通
しを持つ

•必要な情報
を選択・活用
し，効率的な
方法によって
追求する

•学習結果を
検証し，新し
い問題に発
展させる

•進路の分化
•形式的操作
•仮説的な演
繹的推論

•構造的・閉
鎖的な社会
事象把握

•客観的思考
•身体的成長
の完成

•「生きること」
の意味の探
求

•親友との出
会い

学ぶ人間とし
ての態度

学ぶための技
能

深化・発展させる学習方法問題的解決
探求的学習方

法
発達の特徴

高等学校
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発達段階に応じた算数・数学科指導発達段階に応じた算数・数学科指導

•一人一人の生徒の実態に応じた指

導を工夫する

•生涯学習のためのミニマム・エッセン

シャルズを踏まえた指導をする

•既習事項を発想させ，思考が常に続

くような発問・説明をする

•家庭学習と授業を一体化させ，ひと

り学習の時間を多くする

•グループで教えあう時間を設定する

•学習内容に応じて，コンピュータを活

用する学習活動を取り入れる

•グラフ・表・図などを使って，問題を

明確に読みとる

•複数の既習事項をよりどころに，解

決の見通しを立てる

•条件を記号や式で簡潔に表しなが

ら追求する

•発送の転換を図り，行き詰まりを突

破する

•結果を多角的・総合的に吟味し，新

しい問を発見する

高等学校


